
は
じ
め
に
、
日
本
大
学

の
「
桜
井

徹
」
名
誉
教

授
か
ら
「
Ｊ
Ｒ
体
制
と
鉄

道
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
持
続

可
能
性
」
に
つ
い
て
を
テ
ー

マ
に
基
調
報
告
を
頂
き
ま

し
た
。

桜
井
教
授
の
お
話
を
聞

い
て
特
に
感
じ
た
こ
と
と

し
て
、
「
Ｊ
Ｒ
体
制
を
支

え
る
二
つ
の
論
理
」
と
い

う
項
目
に
つ
い
て
、
産
業

論
か
ら
見
る
と
、
利
用
者

の
自
由
な
選
択
（
総
合
交

通
体
系
の
否
定
）
、
自
動

車
と
の
競
争
条
件
の
不
平

等
化
（
道
路
偏
重
の
イ
ン

フ
ラ
投
資
）
が
挙
げ
ら
れ
、

企
業
論
か
ら
見
る
と
、
民

営
化
の
論
理
に
つ
い
て
は

自
立
採
算
：
収
益
主
義
・

株
主
重
視
経
営
、
分
割
の

論
理
に
つ
い
て
は
、
地
域

間
内
部
補
助
の
否
定
（
幹

線
と
ロ
ー
カ
ル
線
の
内
部

補
助
は
肯
定
）
で
あ
り
、

問
題
は
「
交
通
サ
ー
ビ
ス

が
社
会
的
共
通
資
本
で
あ

る
こ
と
を
無
視
」
し
て
い

る
こ
と
に
あ
る
と
言
わ
れ

て
い
ま
し
た
。

そ
し
て
、
道
路
偏
重
の

イ
ン
フ
ラ
投
資
と
合
わ
せ

て
、
郊
外
の
大
型
シ
ョ
ッ

ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
の
建
設

な
ど
ク
ル
マ
中
心
の
街
づ

く
り
が
進
め
ら
れ
る
一
方

で
、
地
方
都
市
に
お
け
る

シ
ャ
ッ
タ
ー
商
店
街
の
出

現
と
鉄
道
を
含
む
公
共
交

通
の
衰
退
な
ど
言
わ
れ
て

い
ま
し
た
。

お
話
を
聞
い
て
、
ま
さ

に
私
た
ち
の
暮
ら
す
地
域

で
起
き
て
い
る
こ
と
、
そ

の
も
の
だ
と
強
く
感
じ
ま

し
た
。
（
倉
下
）

２０２４年 １０月２５日 国鉄労働組合米子地方本部機関紙 第４号

こくろうよなご
第４号

つくろう職場に労働運動を！ ひろげよう闘いを 職場に、地域に、全国に！

９
月
２
８
日
、
米
子
地
方

本
部
に
て
第
４
回
鳥
取
県
支

部
定
期
大
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
議
長
に
千
葉
代
議
員

を
選
出
、
山
田
委
員
長
の
挨

拶
に
続
き
、
方
針
提
案
、
決

算
・
予
算
の
承
認
を
得
て
、

質
疑
に
入
り
ま
し
た
。

〇
北
村
代
議
員

６
月
よ
り
米
子
保
線
区
の

管
轄
に
な
っ
た
。
保
線
で
は
、

退
避
不
良
や
線
閉
遅
延
な
ど

が
続
き
、
大
き
な
事
故
が
起

き
な
い
か
懸
念
も
あ
る
。
社

会
人
採
用
者
が
配
属
と
な
る

が
、
教
育
で
現
場
の
負
担
は

増
え
て
い
る
。
巡
回
検
査
の

周
期
が
延
伸
さ
れ
た
が
安
全

が
守
れ
る
の
か
。
他
労
組
の

仲
間
と
飲
ん
で
い
る
。
組
織

を
拡
大
し
て
い
き
た
い
。

〇
渡
辺
代
議
員

６
月
に
Ｃ
担
務
を
剥
が
れ

た
。
列
車
遅
れ
る
と
連
絡
体

制
な
ど
対
応
出
来
な
い
場
面

も
あ
る
。
非
番
は
疲
れ
て
何

も
す
る
気
に
な
ら
な
い
。
社

会
人
採
用
者
が
増
え
た
。
営

業
の
人
と
話
を
す
る
機
会
も

減
っ
て
し
ま
っ
た
。

〇
和
久
理
代
議
員

車
掌
区
は
年
休
が
出
な
い
。

浜
田
で
は
係
長
が
臨
時
行
路

に
乗
り
、
米
子
か
ら
の
転
勤

者
も
あ
る
。
赤
崎
付
近
の
線

路
の
状
態
が
悪
く
工
事
に
入

る
。
線
路
わ
き
の
雑
草
が
ひ

ど
い
。
冷
房
機
故
障
・
車
両

不
具
合
に
よ
る
立
ち
往
生
な

ど
異
常
時
の
頻
度
が
上
が
っ

て
い
る
。

〇
門
脇
代
議
員

一
人
泊
り
に
な
っ
て
間
も

な
く
一
年
が
経
過
す
る
。
非

番
は
草
臥
れ
て
い
る
。
工
臨

の
長
物
の
入
換
を
中
継
も
な

く
行
っ
て
い
る
。
休
憩
時
間

に
ま
で
入
換
を
押
し
込
ん
で

来
よ
う
と
す
る
が
、
ど
こ
ま

で
譲
れ
ば
い
い
の
か
。

等
の
発
言
が
あ
り
、
執
行
部

よ
り
答
弁
を
受
け
方
針
案
を

採
択
、
「
大
会
宣
言
」
に
続

き
、
山
田
委
員
長
の
「
団
結

頑
張
ろ
う
」
で
閉
会
し
て
き

ま
し
た
。

Ｊ
Ｒ
発
足
３
７
年
を
考
え
る

道
路
偏
重
と

総
合
交
通
体
系
の
否

鉄
道
の
日
に
も
あ
た
る
１
０
月
１
４
日
、
東
京
都
内

の
交
通
ビ
ル
に
て
「
Ｊ
Ｒ
発
足
３
７
年
、
改
め
て
公
共

交
通
を
考
え
る
シ
ン
ポ
ジ
ュ
ウ
ム
」
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
国
労
議
員
団
の
植
田
江
津
市
議
会
議
員
も
パ
ネ
ラ
ー

と
し
て
参
加
さ
れ
、
「
三
江
線
無
き
後
の
地
域
公
共
交

通
の
課
題
」
な
ど
に
つ
い
て
報
告
を
さ
れ
ま
し
た
。

９
月
２
０
日
、
労
金
浜
田

支
店
に
て
「
第
４
回
島
根
県

支
部
定
期
大
会
」
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
議
長
に
出
雲
地

区
分
会
の
大
下
代
議
員
を
選

出
、
藤
江
委
員
長
・
来
賓
の

皆
様
の
挨
拶
に
続
き
、
森
岡

書
記
長
の
方
針
提
起
、
山
本

財
政
部
長
の
決
算
・
予
算
の

提
案
を
受
け
、
一
括
質
疑
に

入
り
ま
し
た
。

〇
岡
田
代
議
員

木
次
線
が
残
る
よ
う
な
運

動
を
し
て
い
き
た
い
。
鉄
道

事
業
者
任
せ
で
い
い
の
か
。

上
下
分
離
・
道
路
と
同
等
の

格
付
け
に
す
る
な
ど
取
り
組

ん
で
行
か
な
い
と
い
け
な
い
。

駅
の
無
人
化
に
よ
り
、
不
正

乗
車
な
ど
増
え
て
い
な
い
か
、

対
策
が
必
要
で
は
な
い
か
。

〇
出
原
代
議
員

年
休
が
出
な
い
。
出
産
・

組
合
専
従
な
ど
で
実
働
が
足

り
ず
、
係
長
が
乗
車
し
て
い

る
。
乗
務
範
囲
の
拡
大
で
、

米
子
ま
で
２
往
復
の
行
路
が

出
来
る
。
要
員
確
保
を
お
願

い
し
た
い
。

〇
中
村
代
議
員

メ
ン
テ
ッ
ク
に
出
向
、
コ

ロ
ナ
禍
で
Ｊ
Ｒ
か
ら
の
仕
事

が
減
る
。
構
内
や
列
車
支
部
、

寮
の
清
掃
な
ど
つ
ま
み
食
い

の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
中

国
メ
ン
テ
ッ
ク
に
な
っ
て
２

年
、
収
支
な
ど
が
張
り
出
さ

れ
、
厳
し
い
話
も
さ
れ
る
。

労
災
も
頻
繁
に
発
生
し
て
い

る
。
気
を
付
け
て
業
務
に
あ

た
り
た
い
。

〇
黒
崎
代
議
員

年
休
が
競
合
し
た
場
合
、

誰
か
が
我
慢
を
し
て
い
る
。

ど
う
に
か
な
ら
な
い
か
。
拡

大
保
守
間
合
い
が
、
第
３
日

曜
日
が
月
曜
日
に
な
る
。
学

校
も
あ
る
日
な
の
で
、
午
前

授
業
な
ど
の
時
、
対
応
可
能

な
の
か
。

そ
の
後
、
業
務
部
長
・
地

方
本
部
が
そ
れ
ぞ
れ
答
弁
を

行
い
、
新
役
員
の
選
出
、
大

会
宣
言
の
採
決
に
続
き
、
藤

江
委
員
長
の
団
結
頑
張
ろ
う

で
閉
会
し
ま
し
た
。

木次線を残す為の取組みを！！

鳥取県・島根県支部が定期大会を開催
懸念される重大事故の発生！！


